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ま え が き

近年農業情勢の大きな変化に伴い,低 コス ト,減 農薬

を志向した稲作技術が求められており,精 度の高い発生

予察に基づく総合的な病害虫防除の必要性が再認識され

ている。

本報では,ト ビイロウンカの捕食者であるカタグロミ

ドリメクラガメ(以 下メクラカメムシと略記)の,生 物

的防除要因としての評価を試みた結果を報告する。

調 査 方 法

1.飛 来 量

1983～1987年6～7月,諌 早 市 また は佐 世 保 市 で 予察

灯 に誘 殺 され た メ ク ラ カ メ ム シと トビイ ロ ウ ンカの数 量

を調査 した。

2.農 家 圃 場 で の 発 生状 況 調 査

1987年10月1～2日,管 内巡 回地 点20か 所 で メ ク ラ カ

メム シと トビ イロ ウ ンカの 生 息密 度 を見取 り調 査 した 。

3.農 薬 散 布 お よ び無 散 布圃 場 で の発 生状 況

4か 所 の地 点(第1表)で0.5～1aの 水 田 内 に区 画 さ

れ た ウ ン カ剤 散 布 お よ び無散 布 区 か ら20株 を抽 出 し,見

取 り法 また は粘 着 板 法 で,メ ク ラ カ メム シ と トビイ ロ ウ

ンカの密 度 を調 査 した 。

結 果 と 考 察

1.飛 来 量

メク ラ カ メム シは トビ イロ ウ ンカ と同様 に海 外 か ら飛

来侵 入す る昆 虫で あ る(岸 本,1975)。 ウ ン カ との 飛 来

の 同時 性 や 飛 来量 に は大 き な年次 変 動 が あ った が,一 般

的 に トビイ ロ ウ ンカの 飛 来量 が 多い年 に は,メ クラ カ メ

第1表 調 査 年 次 と 調 査 法

第2表 トビイロウ ンカおよび カタグロ ミ ドリメクラガメの予察灯誘 殺数 と水稲被害 の概況

誘 殺数は諌早 市(但 し*は 佐世 保市)の6 ,7月 の合計概数。 トビイロ被害概況ば県 内全体の概況
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ム シの 飛 来量 も多 い傾 向 が認 め られた(第2表)。 しか し,

メ ク ラ カ メム シの予 察 灯 へ の趨 光 性 は顕 著 で な く ,予 察

灯 に よ る飛 来量 の 把 握 は 困難 と思 われ た。

2.圃 場 で の発 生 実 態

1987年10月 県内 巡 回 調査 の結 果 で は,県 北 部 お よび 西

彼 杵 半 島部 の ほ とん どの 水 田で メ ク ラカ メ ム シの 生息 が

確 認 され た(第3表)。 特 に トビイ ロ ウ ン カが少,な い し

中 発 生 圃 場 で メ ク ラ カ メム シ が 多発 生 して お り,ト ビイ

ロ ウ ンカの 発 生 量 にか な りの 影 響 を与 えた と思 わ れ る。

3.薬 剤 散 布 及 び無 散 布 区 で の 発生 状況

(1)1975年:メ ク ラカ メ ム シの発 生 は ほ とん ど認 め ら

れ ず,ト ビ イ ロ ウ ン カは9月 に入 り急 激 に上 昇 した(第

4表)。

(2)1979年:無 散布 区 で は7月 中 旬 か らメク ラカ メ ム

第3表1987年 長崎 県北,西 彼杵半島地域 における トビイロウ ンカおよびカ タグロ ミドリメクラガメの発 生状 況

1987年10月1～2日 調査。●:多(株 当 り20頭 以上),◎:中(10頭 程度),○:少(5頭 以下),

▲:無(0頭)

第4表1975年 トビイロウ ンカお よびカ タグロ ミ ドリメクラガメの消長

調査地点 は諌 早市貝津町農試 内。 トビイロ飛来時期 は6月5,6半 旬,7月1,2,4,5,6半 旬であ

った。薬 剤散布区は7月20,31日,8月12日 にNAC,MTMC,BPMC各 粉剤 を散布。本年の カタ グ

ロ ミドリメ クラガメの発生 はほとん どなかった。

第5表1979年 トビイロウ ンカお よびカ タグロ ミ ドリメクラガメの消長

調査地点 は長崎 県南高来郡愛野町竹 火。 トビイロ飛来時期 は6月6半 旬,7月3,5,6半 旬であ った。数

値 は各調査 月日(表 最上段)の20株 当 り虫数 。薬剤散布 区は7月21日,28日,8月13日 にカル タップ ・BPM

C粉 剤 を散布 した。
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第6表1983年 トビイロウ ンカお よび カタグロ ミドリメクラガメの消長

調査地 点は諌早市 貝津町農 試内。 トビイロ飛来時期 は7月3,4,6半 旬 であった。

第7表1987年 トビイロウ ンカお よびカ タグロ ミ ドリメクラガメの消 長

調 査 地 点 は 佐世 保 市 俵 が浦 町 。 トビイ ロ飛 来 時 期 は7月1,2,3半 旬,8月1,2半 旬 で あ っ た 。 薬 剤 散

布 区 は7月6,12,28,8月13,27日 に カ ル タ ップ ・BPMC粉 剤 を 散 布 した 。

シの 密 度 は 上昇 し,8月 上 旬 に は トビイ ロ ウ ンカの 密 度

の 約10倍 に達 した。

9月 下旬 か ら10月 上 旬 に も トビ イ ロウ ンカの 密 度 の上

昇 に伴 って,メ ク ラ カメ ム シの密 度 も再 び 高 ま った 。 カ

ル タ ップ ・BPMC粉 剤3回 散 布 区 では 散 布 前 の7月18

日に は メ ク ラ カ メム シの幼 虫 は トビイ ロ ウ ンカ よ りも高

密 度 に生 息 して い た が,散 布 によ りウ ンカ とと も に併 殺

され,以 後低 密 度 に推 移 し,9月 下 旬 トビイ ロ ウ ン カ幼

虫 が 再 発 生 した際 に も メ ク ラ カメ ム シは ほ と ん ど発 生 し

なか った(第5表)。

(3)1983年:7月 下 旬 か ら8月 上 旬,メ ク ラカ メ ム シ

の トビ イロ ウ ンカ に対 す る相 対密 度 は高 か った が,そ の

後 低 下 し9月 中 旬 か らの トビ イロ ウ ンカの 密 度 の上 昇 に

は十 分 追 従 しな か っ た(第6表)。

(4)1987年:7月 中旬 に は メク ラカ メ ム シの密 度 は非

常 に低 か っ た が,7月 下 旬 か ら8月 初 め にか け て成 虫 が

多数 出 現 し,8月 中 ・下旬 には幼 虫 密 度 が 急 に上 昇 し,

トビ イ ロウ ンカ の密 度 と同 程 度 と な った 。 以 後高 い相 対

密度 を維 持 した(第7表)。 カ ル タ ッ プ ・BPMC粉 剤5

回 散 布 区 に お い て も メ ク ラ カ メム シの 密 度 は 比較 的 高 く

推 移 し,周 辺 か らの 活発 な移 入 があ った もの と考 え られ

た 。

以 上 の結 果 に基 づ き,メ ク ラカ メ ム シの トビ イ ロ ウ ン

カ個 体群 に対 す る密 度抑 制 効 果 を評 価 す るた め に,メ ク

ラカ メム シが ほ とん ど発 生 しな かっ た 年 と メ ク ラカ メム

シ が比 較 的 多 く発 生 した 年 の トビイ ロ ウ ン カの増 殖過 程

を比 較 した 。 そ の結 果,メ ク ラカ メ ム シが ほ とん ど発生

しな か った1975年 で は1:15:96:3120で 高 い増 殖 率 を

示 した。

一 方 メ ク ラカ メ ム シの発 生 が 多 か った1979
,1983,お

よ び1987年 の各 世 代 の幼 虫の 平 均相 対 密 度 は1:3:9:28で

あ り1975年 と比 較 して 明 らか に低 い増 殖 率 で あ っ た。 増

殖 率 の 変動 をす べ て メ クラ カ メ ム シの捕 食 によ る制 御 効

果 に帰 す る こ とは で きな い が,メ クラ カ メ ム シに よ る抑

制 効 果 をも反 映 した現 象 で あ ろ う。室 内 飼 育 に よれ ば,

メ ク ラカ メ ム シの初 期 密 度 が トビイ ロ ウ ン カの 約1/5

で,ウ ンカの 増殖 を2か 月間抑 制 す る こ とが示 されて い

る(中 須 賀,1977)。 メクラカ メム シ の トビ イ ロウ ンカ に

対 す る密 度 抑 制 を低 コス ト,農 薬 安 全稲 作 に活 用す るた

め に は,飛 来 した メ ク ラ カメ ム シを増 殖 前 に併 殺 して い

る7月 のセ ジロ ウ ンカ防 除 の是 非 につ い て,再 考の 余地

が あ る と考 え られ る。
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